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25
12

平
成
平
成
2525
年
４
月
開
園

年
４
月
開
園

○
応
募
・
問
合
先　

市
役
所
児
童
福
祉
課　

内
線
１
５
２

○
応
募
・
問
合
先　

市
役
所
児
童
福
祉
課　

内
線
１
５
２

民
間
保
育
所
設
立
・

民
間
保
育
所
設
立
・

運
営
事
業
者
を
募
集

運
営
事
業
者
を
募
集

　

市
で
は
、「
守
谷
市
次
世
代
育

成
支
援
対
策
行
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
保
育
所
待
機
児
童
の
解

消
を
図
る
た
め
、
新
規
の
民
間

保
育
所
の
設
立
お
よ
び
運
営
を

行
う
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、

選
考
に
よ
り
事
業
候
補
者
を
決

定
し
ま
す
。決
定
し
た
事
業
者

は
、そ
の
後
、開
園
に
間
に
合
う

よ
う
県
の
設
置
認
可
申
請
手
続

き
・
施
設
の
建
設
等
を
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
募
集
す
る
事
業
者

　

市
内
で
土
地
の
取
得
お
よ
び

施
設
の
建
設
に
要
す
る
資
金

を
事
業
者
が
自
己
資
金
で
調

達
し
、
認
可
保
育
所
の
運
営

を
行
お
う
と
す
る
事
業
者

▼
募
集
内
容

・
保
育
所
数

　

２
園
以
内
（
定
員
各
60
人
）

※
原
則
定
員
60
人
２
園
と
す
る

が
定
員
１
２
０
人
１
園
も
可

・
開
園
時
期

　

平
成
25
年
４
月
１
日

▼
応
募
資
格
・
応
募
条
件

　

民
法
第
33
条
に
規
定
す
る
法

人
（
社
会
福
祉
法
人
、
学
校

法
人
、
株
式
会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
）、
団
体
お
よ
び

個
人
と
し
、
次
の
全
て
に
該

当
す
る
事
業
者

⑴
市
の
保
育
行
政
を
よ
く
理
解

し
、
運
営
に
お
い
て
積
極
的

に
協
力
で
き
る
事
業
者
で
あ

る
こ
と

⑵
事
業
者
が
社
会
福
祉
法
人
以

外
の
場
合
は
、「
保
育
所
の
設

置
認
可
等
に
つ
い
て
」（
厚

生
省
通
知
）に
定
め
る「
社
会

福
祉
法
人
以
外
の
者
に
よ
る

設
置
認
可
申
請
」
に
係
る
審

査
の
基
準
を
満
た
す
こ
と

⑶
保
育
施
設
を
建
設
す
る
用
地

は
、
事
業
者
が
所
有
も
し
く

は
取
得
見
込
み
、
ま
た
は
借

地
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

借
地
の
場
合
は
、
永
年
（
当

該
建
築
物
の
耐
用
年
数
を
超

え
る
期
間
）
使
用
が
可
能
な

条
件
で
借
地
契
約
が
締
結
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
も
し
く
は

締
結
見
込
み
で
あ
り
、
抵
当

権
、
賃
借
権
な
ど
保
育
所
の

建
設
に
支
障
が
あ
る
権
利
が

設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑷
資
金
計
画
・
事
業
計
画
が
確

実
で
あ
り
、
事
業
者
が
保
育

所
建
設
・
施
設
整
備
に
要
す

る
資
金
の
全
て
を
負
担
で
き

る
こ
と

⑸
事
業
者
は
、
保
育
所
を
運
営

す
る
た
め
に
必
要
な
経
営
基

盤
や
社
会
的
信
望
を
有
し
て

い
る
こ
と

⑹
事
業
者
が
現
に
運
営
し
て
い

る
施
設
に
つ
い
て
、
所
管
庁

の
直
近
の
監
査
・
実
施
指
導

等
に
お
い
て
、
重
大
な
文
書

指
摘
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑺
事
業
者
が
国
税
、
地
方
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑻
事
業
者
が
民
事
再
生
法
に
規

定
す
る
再
生
手
続
き
開
始
、

ま
た
は
破
産
法
に
規
定
す
る

破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

⑼
暴
力
団
【
暴
力
団
員
に
よ
る

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律

第
77
号
）
第
２
条
第
２
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。】

ま
た
は
そ
の
構
成
員
で
な
い

こ
と

▼
応
募
方
法

　

応
募
書
類
を
市
役
所
児
童
福

祉
課
へ
直
接
持
参
す
る
（
郵

送
不
可
）

※
応
募
書
類
等
の
詳
細
は
、「
守

谷
市
民
間
保
育
所
設
立
運
営

事
業
者
募
集
要
項
」
を
要
確

認
／
要
項
は
児
童
福
祉
課
窓

口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
可

▼
応
募
期
間

　

平
成
24
年
１
月
23
日
㈪
〜
２

月
８
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

◎開園までのスケジュール

①
募
集
要
項
の
配
布

　

２
月
３
日
㈮
ま
で

②
質
問
の
受
付

　

２
月
８
日
㈬
ま
で

③
申
請
書
類
の
受
付

　

１
月
23
日
㈪

〜
２
月
８
日
㈬

④
一
次
審
査（
書
類
審
査
）

　

２
月
10
日
㈮
〜
21
日
㈫

⑤
二
次
審
査（
面
接
審
査
）

　

２
月
28
日
㈫

⑥
決
定

　

２
月
28
日
㈫
以
降

⑦
保
育
所
の
開
園

　

４
月
１
日

平成25年 平成 24年
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守
谷
市
議
会
議
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
一
般
選
挙
を
、
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

　

選
挙
権
は
、
皆
さ
ん
が
持
っ

て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。
一

票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▼
告
示
日

　

１
月
29
日
㈰

▼
選
挙
期
日
（
投
票
日
）

　

２
月
５
日
㈰

▼
投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

▼
選
挙
す
べ
き
人
員

　

20
人

▼
立
候
補
届
出

・
日
時

　

１
月
29
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

・
場
所

　

市
役
所
大
会
議
室

▼
選
挙
会
（
開
票
）

・
日
時

　

２
月
５
日
㈰
午
後
９
時
〜

・
場
所

　

黒
内
小
学
校
体
育
館

　

投
票
日
当
日
に
満
20
歳
以
上

で
、守
谷
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
、投
票
日
当
日
ま
で
有
効

に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。

　

各
世
帯
に
投
票
所
入
場
券
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
自
分
の
分

を
切
り
取
り
、
投
票
所
入
場
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
に

持
参
し
、投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
権
が
あ
る
は
ず
な
の
に

投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い
場

合
や
、
入
場
券
を
失
く
し
た
場

合
な
ど
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
証
（
運
転
免
許
証
等
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
公
報
は
、
選
挙
期
日
の

前
日
ま
で
に
新
聞
折
込
で
各
世

帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、市
内
各
公
共
施
設（
市

役
所
・
公
民
館
・
図
書
館
等
）

に
お
い
て
も
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
の
理
由

で
、
投
票
日
当
日
に
投
票
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
期
日
前

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
期
間
・
時
間

　

１
月
30
日
㈪
〜
２
月
４
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
期
日
前
投
票
所

　

市
役
所
１
階　

中
会
議
室

▼
持
参
品　

投
票
所
入
場
券

※
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
証
（
運
転
免
許

証
等
）
を
持
参

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
指
定

病
院
等
に
入
院
中
の
方
は
入
院

先
の
病
院
等
で
、
ま
た
、
他
市

区
町
村
に
滞
在
中
の
方
は
滞
在

先
の
市
区
町
村
で
、
不
在
者
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、各
種
手
続
が
必
要
と
な
り
、

日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
入
院

中
の
方
は
病
院
長
に
、
そ
の
他

の
方
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

自
宅
か
ら
郵
便
で
投
票
で
き
る

郵
便
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

郵
便
投
票
が
で
き
る
の
は
、

法
律
で
決
め
ら
れ
た
要
件
に
該

当
し
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
に
限
ら
れ

ま
す
。
証
明
書
の
交
付
手
続
は

選
挙
期
日
の
告
示
日
前
で
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
市
選
挙
管
理
員
会
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

平成24年２月５日（日）

守谷市議会議員一般選挙守谷市議会議員一般選挙

投
票
で
き
る
方
は

 

投
票
す
る
に
は

選
挙
公
報
は
新
聞
折
込
で
配
布

投
票
日
に
投
票
所
へ

行
け
な
い
方
は

入
院
中
や
他
市
区
町
村
に

滞
在
し
て
い
る
方
は

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
は

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

立候補予定者の方へ

▷供託金について
　　市議会議員に立候補するに当たっ
ては、30万円の供託が必要です。な
お、得票数が次の算式により得た数
に達しない場合は、供託金は没収と
なります。
　　有効投票数　　　 １
　　議 員 定 数　　　１０
▷選挙公営について
　　選挙公営として次のものが公費で
負担されます。
・・通常葉書
・・選挙運動用自動車の使用
・・選挙運動用ポスターの作成
・・公営施設使用の個人演説会

●問合先　市役所総務課内「市選挙管理委員会」内線353

×
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２
月
５
日
㈰
に
行
わ
れ
る
守

谷
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お

け
る
期
日
前
投
票
の
投
票
立
会

人
を
募
集
し
ま
す
。

　

投
票
立
会
人
と
は
、
投
票
所

に
お
い
て
投
票
事
務
の
執
行
が

公
正
か
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
よ

う
立
ち
会
う
人
で
す
。

　

今
回
、
募
集
す
る
投
票
立
会

人
は
、
投
票
日
で
は
な
く
、
選

挙
期
日
の
告
示
の
翌
日
か
ら
選

挙
期
日
の
前
日
ま
で
行
わ
れ
る

「
期
日
前
投
票
」の
立
会
人
で
す
。

　

投
票
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
、
自
分
の
目
で
確

か
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
立
会
日

　

１
月
30
日
㈪
〜
２
月
４
日
㈯

の
希
望
す
る
日

▼
立
会
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
立
会
場
所

　

市
役
所
期
日
前
投
票
所

　
（
市
役
所
１
階　

中
会
議
室
）

▼
応
募
資
格

　

市
内
在
住
で
選
挙
権
を
有
す

る
20
代
の
方

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
報
酬

　

１
日　

１
万
５
０
０
円

▼
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
（
申
込
先
に
用
意

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
得
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
１
月
10
日
㈫
ま

で
に
持
参
、
ま
た
は
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
（
申

込
用
紙
添
付
）
で
申
し
込
む

※
郵
送
の
場
合
は
１
月
10
日
㈫

必
着

▼
申
込
・
問
合
先

　

市
役
所
総
務
課
内
「
選
挙
管

理
委
員
会
」

　

内
線
３
５
３

senkyo@
city.m

oriya.

　

 ibaraki.jp

募
集　

あ
な
た
も
経
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集　

あ
な
た
も
経
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

2020
代
の
投
票
立
会
人

代
の
投
票
立
会
人

償却資産を所有する方は、平成24年１月31日までに申告してください！償却資産を所有する方は、平成24年１月31日までに申告してください！
●申告・問合先　市役所税務課 資産税Ｇ　内線202・203●申告・問合先　市役所税務課 資産税Ｇ　内線202・203

Ｑ１　償却資産とは何ですか？
Ａ１　償却資産とは、土地や家屋以外の事業用資
産です。

Ｑ２　償却資産の対象になるものは何ですか？
Ａ２　１月１日現在で、会社や個人が事業用に所
有している構築物・機械・器具・備品などの
資産です。

Ｑ３　償却資産の評価額の計算方法は？
Ａ３　以下のような計算を行います。
・平成 23年 5月に冷蔵庫（耐用年数 12年）を　
　50万円で取得した場合（前年中に取得）
　取得価格 500,000 円 ×0.912（＊）
　＝ 456,000 円 評価額（＝平成 24年の申告額）
・平成22年5月にキャビネット（耐用年数15年）
を100万円で取得した場合（前年より前に取得）
　〔取得価格 1,000,000 円 ×0.929（＊）
　＝929,000円 評価額（＝平成23年の申告額）〕
　前年の評価額 929,000 円 ×0.858（＊）
　＝ 797,082 円 評価額（＝平成 24年の申告額）
＊減価残存率（耐用年数や取得時期によって異なる）
Ｑ４　償却資産の税額の計算方法は？
Ａ４　以下のような計算を行います。
課税標準額（1,000 円未満切り捨て）
　×税率（0.014）
　＝税額（100 円未満切り捨て）
　　Ｑ３で求めた評価額のこと
　　（特例が適用される場合があります）
◎課税標準額の合計が 150 万円未満の場合は、課
税されません

　会社や個人で工場や商店などを経営している方が所有する事業用資産は、償却資産として申告する
義務があります。詳しくは税務課までお問い合わせください。

 家屋を取り壊した方へ
　固定資産税は、毎年１月１日現在で所在する家屋に課税されます。家屋を取り壊したときには、速
やかに税務課資産税Ｇへ連絡をお願いします（家屋の滅失登記をされた場合は必要ありません）。

固定資産税固定資産税
の対象の対象

事業用
資産土地

家屋 償却
資産

資　産

※自動車・軽自動
　車等は除外

償却資産の対象となるもの（例）

飲食店
・・理・美容椅子
・・洗面設備
・・タオル蒸し器
・・サインポール

 など

・商品陳列ケース
・・冷蔵庫
・・自動販売機
・冷蔵ストッカー

など

・・厨房設備
・・レジスター
・カラオケセット
・・冷蔵庫

　など

・・ベッド
・・手術台
・・Ｘ線装置
・・調剤機器

　など

医　院小売店

理容業理容業
・・
美容業美容業
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皆
さ
ん
が
今
一
押
し
の
守
谷

の
姿
を
題
材
と
す
る
市
民
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
投
票
に
よ

る
公
開
型
審
査
で
入
賞
作
品
を

決
定
し
た
後
、「
市
民
に
愛
さ

れ
る
守
谷
の
姿
」
と
し
て
絵
は

が
き
化
さ
れ
、
市
の
グ
ッ
ズ
と

し
て
販
売
し
ま
す
。

　

10
年
前
は
存
在
し
な
か
っ
た

Ｔ
Ｘ
で
の
通
勤
・
通
学
風
景
、

地
域
の
祭
り
を
楽
し
む
家
族
の

姿
、変
わ
ら
な
い
田
園
風
景
…
。

思
い
思
い
の
「
私
の
好
き
な
守

谷
」
を
切
り
取
り
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
対
象　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者

▼
応
募
作
品　

市
内
に
お
け
る

次
の
分
野
を
題
材
と
す
る
写

真
作
品

①
自
然
、
風
景

②
人
々
の
暮
ら
し

③
生
息
す
る
動
植
物

▼
作
品
規
格　

四
つ
切
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
で
、
日
付
を
入
れ

て
い
な
い
も
の
（
一
人
５
点

以
内
）

▼
賞
品　

入
賞
作
品
（
10
点
）

を
絵
は
が
き
化
し
、
賞
品
と

し
て
贈
呈

※
絵
は
が
き
は
、
制
作
後
、
市

グ
ッ
ズ
と
し
て
販
売
予
定

▼
注
意
事
項　

応
募
作
品
は
未

発
表
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の

と
し
、
平
成
23
年
１
月
以
降

に
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
作
品

／
応
募
作
品
は
原
則
返
却
し

な
い
（
返
却
希
望
の
場
合
は

返
信
用
封
筒
を
同
封
）
／
被

写
体
の
人
物
が
特
定
で
き
る

場
合
は
、
必
ず
本
人
の
了
承

を
得
る
／
第
一
次
審
査
を
通

過
し
た
作
品
は
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
を
提
出
す
る
（
デ
ー

タ
が
な
い
場
合
は
不
要
）
／

入
賞
作
品
は
絵
は
が
き
化
さ

れ
、
販
売
予
定
で
あ
る
こ
と

を
了
承
の
上
、
応
募
す
る
／

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
撮

影
者
に
帰
属
。
た
だ
し
、
市

は
撮
影
者
の
許
可
を
要
さ
ず

に
、
市
の
制
作
す
る
冊
子
等

へ
の
掲
載
や
広
報
活
動
等
に

使
用
で
き
る
も
の
と
す
る

▼
応
募
締
切
日　

平
成
24
年
３

月
31
日
㈯（
当
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

作
品
ご
と
に
裏
面
に
貼
付
し

た
上
で
、
応
募
先
に
直
接
提

出
ま
た
は
郵
送
で
応
募
す
る

　

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
食

材
を
使
い
、
手
軽
に
作
れ
る
料

理
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
守
谷
グ
ル
メ
」
と
し
て
普

及
さ
せ
、
地
域
の
話
題
づ
く
り

と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
地
域

産
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
自
慢

の
料
理
を
振
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
対
象　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
個
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
、
市
内
の
企
業
・
各

種
団
体

▼
応
募
内
容　

守
谷
産
の
食
材

を
一
品
以
上
使
用
す
る
こ

と
／
食
材
は
一
食
当
た
り

２
０
０
円
以
内
と
す
る
（
調

味
料
代
を
除
く
）

▼
選
考
方
法　

・
一
次
選
考　

書
類
選
考
（
10

作
品
選
出
）
２
月
下
旬
予
定

・
二
次
選
考　

調
理
選
考
（
５

作
品
選
出
）
３
月
下
旬
予
定

・
最
終
選
考　

イ
ベ
ン
ト
会
場

で
調
理
し
、
来
場
者
に
試
食

販
売
後
、
優
勝
決
定

※
イ
ベ
ン
ト
は
、
５
月
12
日
㈯

守
谷
駅
西
口
駅
前
広
場
で
開

催
予
定

▼
応
募
締
切
日　

平
成
24
年
２

月
20
日
㈪
午
後
５
時（
必
着
）

▼
応
募
方
法　

募
集
要
項
で
詳

細
を
確
認
し
た
後
、
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

料
理
の
写
真
を
添
付
の
上
、

応
募
先
に
直
接
提
出
、
ま
た

は
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
で
応

募
す
る

　

誰
も
が
自
由
に
観
賞
で
き
る

個
人
の
庭
先
、
企
業
の
敷
地
や

公
共
用
地
に
、
市
が
提
供
す
る

花
苗
を
使
用
し
て
思
い
思
い
の

花
壇
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
方
々
に
感
動
を
与
え
る

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
展
開

し
ま
す
。

▼
募
集
数　

先
着
２
５
０
花
壇

▼
応
募
期
間

　

平
成
24
年
１
月
16
日
㈪
〜

　

２
月
15
日
㈬
（
必
着
）

▼
応
募
方
法

　

募
集
要
項
を
熟
読
し
、
参
加

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
応
募
先
に
直
接
提
出

ま
た
は
郵
送
で
応
募
す
る

※
電
子
メ
ー
ル
不
可

市
制
施
行

市
制
施
行
1010
周
年
記
念
事
業

周
年
記
念
事
業

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

守
谷
産
の
食
材
を
使
っ
た

守
谷
産
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
コ
ン
テ
ス
ト

料
理
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

街
角
花
壇

街
角
花
壇

作
品
募
集

作
品
募
集

私
の
好
き
な
守
谷

私
の
好
き
な
守
谷

〜
市
民
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
〜

〜
市
民
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
〜

　

市
で
は
、
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
募
集
要
項
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
等
は
、
市
役
所
（
ロ
ビ
ー
・
秘
書
課
）、
各
公
民
館
窓
口
（
中
央･

高
野
・

郷
州
・
北
守
谷
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得

●
応
募
・
問
合
先　

守
谷
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局　

内
線
３
２
２

　
　
　
　
　

◇
郵
送
に
よ
る
応
募
先　

〒
３
０
２
ー
０
１
９
８　

守
谷
市
大
柏
９
５
０
ー
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
谷
市
役
所
秘
書
課
内
「
○
○
」
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
○
○
に
は
、
応
募
す
る
事
業
の
名
称
を
記
入

　
　
　
　
　

◇
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
先　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト　

10th.photo@
city.m

oriya.ibaraki.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・・
料
理
コ
ン
テ
ス
ト　

10th.gourm
et@
city.m

oriya.ibaraki.jp
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人
は
、
人
に
よ
っ
て
育
て
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
自
分
を
知
る

た
め
に
も
人
の
存
在
は
貴
重
で

す
。
い
ま
の
自
分
と
さ
ら
に
仲

良
く
な
る
た
め
に
、
い
ま
の
自

分
を
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

す
る
た
め
に
、
仲
間
と
語
ら
い

ま
せ
ん
か
？

　

自
分
自
身
を
育
む
こ
と
を

「
育い

く
じ自

」
と
名
付
け
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
企
画
し
ま
し
た
。
当
日

は
「
エ
ゴ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
手

法
を
用
い
て
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
対
話
を
と
お
し
て

「
自
分
を
見
つ
め
る
時
間
」
を

持
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
向
け
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
の
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し

ま
し
た
の
で
、
ご
家
族
皆
さ
ん

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

平
成
24
年
１
月
28
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

※
午
後
０
時
30
分
開
場

▼
会
場　

　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

▼
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、
近

隣
市
の
方　

１
０
０
人

※
事
前
申
込
不
要
／
託
児
を
希

望
さ
れ
る
方
は
平
成
24
年
１

月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
、
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込

む
（
託
児
は
生
後
６
か
月
か

ら
未
就
学
児
が
対
象
）

▼
内
容

・
第
１
部　

表
彰
式

　
「
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
男
女
共
同
参
画
社
会

に
関
す
る
標
語
」

・
第
２
部　

参
加
型
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
育
自
サ
ロ
ン
」

　

テ
ー
マ
『
現い

ま在
の
「
自
分
」

こ
れ
か
ら
の
「
私じ

ぶ
ん

」
話
し
て

み
よ
う
・
聴
い
て
み
よ
う
！
』

※
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
新し

ん
ち地

加か

な

え

奈
枝
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
）

▼
申
込
・
問
合
先

　

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　

協
働
推
進
室

　

内
線
１
３
３
・
１
３
６

kyoudou@
city.m

oriya.

　

 ibaraki.jp

計算方法
　自己負担額は、同じ世帯に属する方全員
の分を合算して計算します。
　ただし、同一世帯でも対象年度の末日（7
月 31 日）に異なる医療保険（後期高齢者
医療、国保、社会保険等）に加入していた
場合は、それぞれの医療保険ごとに合算し
て計算します。
　世帯の負担額を合算した額から、自己負
担限度額（左表）を差し引いた分（500 円
以上となる場合に限る）が支給されます。

　世帯で同じ医療保険の加入者が 1年間（毎年 8月か
ら翌年 7月まで）に支払った「医療費」と「介護サー
ビス費」の自己負担額の合計が算定基準を超えたとき
に、申請によりその超えた額が「高額医療・高額介護
合算療養費」として支給される制度です。
■自己負担限度額（年間）

・上位所得者　基礎控除後の総所得金額が600万円を
超える世帯、未申告世帯

・現役並み所得者　同一世帯に課税所得145万円以上
の所得がある70歳以上の方、または後期高齢者医
療対象の方

・低所得者Ⅱ　世帯全員が住民税非課税の方
・低所得者Ⅰ　世帯全員が住民税非課税で所得が一定

基準以下の方（例：年金収入が80万円以下等）
・一般所得者　上記以外の方

支給申請のお知らせを送付支給申請のお知らせを送付
（平成 24年 1月予定）

　支給の対象となる被保険者の方には、
支給申請のお知らせを送付します。
　計算期間中（毎年 8月 1日から翌年 7
月 31 日）に加入する医療保険、介護保
険の種類が変わった方、または死亡や転
出・転入された方は、支給申請のお知ら
せが届いていなくても、支給対象になる
場合がありますので、支給要件に該当す
るか確認してください。

保険者等区分 所得区分 限度額

後期高齢者医療
+

介護保険

現役並み所得者 67万円
一 般 所 得 者 56万円
低 所 得 者 Ⅱ 31 万円
低 所 得 者 Ⅰ 19 万円

国保または
社会保険等

+
介護保険

70歳～
74歳

現役並み所得者 67万円
一 般 所 得 者 56万円
低 所 得 者 Ⅱ 31 万円
低 所 得 者 Ⅰ 19 万円

70歳未満
上 位 所 得 者 126万円
一 般 所 得 者 67万円
低所得者Ⅰ・Ⅱ 34 万円

ぱ
ー
と
な
ー
し
っ
ぷ
フ
ォ
ー
ラ
ム

ぱ
ー
と
な
ー
し
っ
ぷ
フ
ォ
ー
ラ
ム

ＡＡア

ン

ダ

ン

テ

ア

ン

ダ

ン

テ

ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ

ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ  

２
０
１
２
も
り
や

２
０
１
２
も
り
や

申請をお忘れなく！高額医療・高額介護合算療養費制度申請をお忘れなく！高額医療・高額介護合算療養費制度
　　●問合先　市役所　国保年金課　保険年金Ｇ　内線102～ 104●問合先　市役所　国保年金課　保険年金Ｇ　内線102～ 104／／医療福祉Ｇ　内線107・108医療福祉Ｇ　内線107・108
　　　　　　　　　　介護福祉課　介護保険Ｇ　内線172　　　　　　　　　　介護福祉課　介護保険Ｇ　内線172
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放射線アドバイザー放射線アドバイザー

派　遣　事　業派　遣　事　業
自治会や市民団体の会合に自治会や市民団体の会合に

放射線の専門家を派遣します放射線の専門家を派遣します

　

県
で
は
、「
放
射
線
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
を
㈳
茨
城

原
子
力
協
議
会
に
委
託
し
、
実

施
し
ま
す
。
自
治
会
や
市
民
団

体
等
が
主
催
す
る
会
合
に
放
射

線
の
専
門
家
を
派
遣
し
、
放
射

線
の
基
礎
知
識
や
健
康
へ
の
影

響
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　

平
成
24
年
３
月
15
日
㈭
ま
で

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月

29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く

▼
対
象

　

県
内
の
自
治
会
、
市
民
団
体
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
各
種
団
体（
参
加

費
等
が
無
料
の
場
合
に
限
る
）

▼
講
座
内
容

　

放
射
線
の
基
礎
講
座
（
放
射

線
の
基
礎
知
識
、
健
康
へ
の

影
響
等
）／
放
射
線
量
低
減
化

対
策
に
係
る
手
法
等
の
説
明

▼
費
用

　

無
料

※
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
に
関
す

る
経
費（
旅
費
・
謝
金
等
）は

茨
城
原
子
力
協
議
会
が
負
担

▼
申
込
方
法

　

派
遣
日
の
２
週
間
前
ま
で
に

申
込
書
（
市
役
所
生
活
環
境

課
・
各
公
民
館
窓
口
に
用
意
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
得
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
便
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
送
付
す
る

▼
申
込
・
問
合
先

〒
３
１
９ -

１
１
１
２　

那
珂

郡
東
海
村
村
松
２
２
５
ー
２

㈳
茨
城
原
子
力
協
議
会
企
画
課

☎
０
２
９･

２
８
２･

３
１
１
１

０
２
９･

２
８
３･

０
５
２
６

平成24年度　ひとり親世帯平成24年度　ひとり親世帯
小学校入学児童小学校入学児童

入学祝品を贈呈入学祝品を贈呈

　社団法人茨城県母子寡婦福祉
連合会から、ひとり親家庭（母
子家庭・父子家庭）のお子さん
に入学祝品（学用品）を贈呈し
ます。
▶対象　
　母子・父子家庭で平成 24 年度
に小学校へ入学する児童
▶申込方法
　保護者の方が、平成 24 年１月
31 日㈫までに、児童の氏名、
性別、生年月日、保護者名、
住所、連絡先を市役所児童福
祉課（内線 156）の窓口、ま
たは電話で伝え申し込む
▶問合先
　社団法人茨城県母子寡婦福祉
連合会
☎ 029ー 221ー 7505

　

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
で
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
白
寿
荘
」
に
替
わ
る
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
、
平
成
24

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
新
施
設

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、採
用
さ
れ
た
方
に
は
、

粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

▼
施
設
概
要

・
１
階

　

健
康
増
進
施
設
、
多
目
的

ホ
ー
ル
、
研
修
室
、
地
元
特

産
物
直
売
所
等

・
２
階

　

露
天
風
呂
、
展
望
風
呂
、
サ

ウ
ナ
風
呂
、
和
・
洋
室
等

・
中
３
階

　

和
・
洋
室
等

・
３
階

　

露
天
風
呂
、
展
望
風
呂
、
サ

ウ
ナ
風
呂
等

▼
応
募
方
法

　

次
の
①
〜
③
を
記
入
の
上
、

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
で
応
募
す
る

①
施
設
の
愛
称
（
漢
字
の
場
合

は
「
ふ
り
が
な
」
を
付
与
）

②
名
称
の
説
明
（
理
由
）

③
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、年
齢
、電
話
番
号

▼
応
募
締
切

　

平
成
24
年
１
月
30
日
㈪

※
当
日
消
印
（
受
信
）
有
効

▼
応
募
・
問
合
先　

〒
３
０
２ -
０
１
１
７　

守
谷
市
野
木
崎
４
７
０
０

常
総
運
動
公
園　

常
総
広
域
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
愛
称
募
集
係

☎
48
・
５
６
７
５　

　

45
・
７
３
６
５　

joso-sport-park@
cello.

ocn.ne.jp

愛
称
募
集

愛
称
募
集
!!!!

常
総
広
域
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

常
総
広
域
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▼完成予想図



7 広報もりやおしらせ版2011.12.25

お
知
ら
せ

①
食
品
対
策　

生
も
の
を
食
べ

る
の
を
極
力
避
け
、85
℃
で
１
分

以
上
加
熱
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

②
手
洗
い　

調
理
の
前
後
、
食

事
の
前
、
ト
イ
レ
や
お
む
つ
交

換
後
な
ど
は
、
必
ず
せ
っ
け
ん

で
よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

③
衛
生
管
理　

調
理
器
具
は
、

熱
湯
や
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
（
塩
素
系
漂
白
剤
）
を
使
い

殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

④
汚
物
処
理　

嘔お
う
と吐

物
、
ふ
ん

便
の
処
理
は
、マ
ス
ク
と
使
い
捨

て
手
袋
を
着
用
し
、周
り
を
汚
染

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先　

県
竜
ケ
崎
保
健
所

☎
０
２
９
７
・
62
・
２
１
６
１

お知らせ

　

市
で
は
、
寝
具
類
の
衛
生
管

理
が
困
難
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
※
本
人
に
市
町
村

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
を

除
く
①
老
衰
、
認
知
症
、
傷
病

等
の
理
由
に
よ
り
寝
た
き
り
の

状
態
に
あ
る
65
歳
以
上
の
方

②
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
方
の

み
の
世
帯
③
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
重
度
身
体
障
害
者
▼
実

施
予
定
日　

平
成
24
年
２
月

▼
概
要　

①
申
し
込
み
後
、
洗

濯
業
者
か
ら
の
連
絡
で
、
寝
具

の
預
か
り
日
程
を
決
め
る
②
指

定
日
に
洗
濯
業
者
が
自
宅
を
訪

問
し
、
寝
具
類
を
預
か
る
③

工
場
で
丸
洗
い
乾
燥
消
毒
し

て
、
約
２
週
間
後
に
自
宅
に

届
け
る
▼
寝
具
種
別　

①
敷

布
団
・
介
護
用
ベ
ッ
ド
マ
ッ

ト
・
ベ
ッ
ド
パ
ッ
ト
②
掛
布
団

③
毛
布
※
①
〜
③
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
き
、
１
枚
▼
利
用
料
金

サ
ー
ビ
ス
終
了
後
、
市
役
所
か

ら
送
付
す
る
納
付
書
で
、
金
融

機
関
等
か
ら
振
り
込
む
▼
申
込

方
法　

平
成
24
年
１
月
20
日
㈮

ま
で
に
窓
口
で
申
し
込
む
▼
代

行
申
請　

窓
口
申
請
が
困
難
な

方
は
、
代
行
申
請
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
※
守
谷
中
学
校
区
担
当

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
り

や
（
☎
48
・
２
０
９
９
）
／
御

所
ケ
丘
中
学
校
区
担
当　

在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
た

ぼ
う
し
（
☎
46
・
２
０
０
２
）

／
愛
宕
中
学
校
区
担
当　

在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま

ゆ
り
（
☎
48
・
４
６
６
０
）

／
け
や
き
台
中
学
校
区
担
当

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
み

の
り
（
☎
45
・
３
５
８
０
）

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所

介
護
福
祉
課　

高
齢
福
祉
Ｇ

内
線
１
７
７

☎
45
・
１
７
４
４
（
直
通
）

道
路
補
修
工
事

道
路
補
修
工
事

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
予
防
４
か
条

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
予
防
４
か
条

　

県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
県
内
被
災
事
業
者
の
二
重

債
務
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

「
茨
城
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
▼
会
場　

水
戸
市
城

南
１
ー
２
ー
43
Ｎ
Ｋ
Ｃ
ビ
ル
５

階
５
０
１
号

▼
問
合
先　

県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
３
０
２･

５
８
８
０

県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

　

久
保
ケ
丘
・
大
柏
地
内
で
道

路
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
Ｈ
23
道
路
維
持
第
１
号
工
事

▼
工
事
場
所　

久
保
ケ
丘
地
内

▼
請
負
者　

㈲
丸
彰
▼
工
期（
終

了
予
定
）　

平
成
24
年
２
月
中
旬

②
Ｈ
23
道
路
維
持
第
２
号
工
事

▼
工
事
場
所　

大
柏
地
内

▼
請
負
者　

㈲
丸
彰
▼
工
期（
終

了
予
定
）　

平
成
24
年
２
月
中
旬

▼
問
合
先　

市
役
所
建
設
課　

内
線
２
５
５
・
２
５
６

①①②②

利用料（1枚につき）
品　　名 利用料

①

敷布団（綿） 210円
敷布団（羽毛） 210円
介護用ベッドマット 367円
ベッドパット 42円

②
掛布団（綿） 210円
掛布団（羽毛） 210円

③ 毛布 84円

せせらぎの小路せせらぎの小路

立沢公園立沢公園
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お知らせ・開催・募集

ふ
る
さ
都
市
も
り
や
朝
市

ふ
る
さ
都
市
も
り
や
朝
市

認
知
症
の
方
の
家
族
の
集
い

認
知
症
の
方
の
家
族
の
集
い

ド
イ
ツ
語
講
座（
中
上
級
者
向
け
）

ド
イ
ツ
語
講
座（
中
上
級
者
向
け
）

唇唇し
ん
が
く
こ
う
が
い
れ
つ

し
ん
が
く
こ
う
が
い
れ
つ

顎
口
蓋
裂

顎
口
蓋
裂
等
講
演
会

等
講
演
会

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

開　
　

催

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
地
元
の
野

菜
や
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

家
族
や
友
達
と
一
緒
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
８
日

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
※
小

雨
決
行
▼
会
場　

守
谷
駅
西
口

駅
前
広
場

▼
問
合
先　

地
場
産
品
販
売

促
進
事
業
担
当
（
石
澤
）

０
９
０・３
１
４
８
・
５
３
７
０

／
市
役
所
経
済
課 

商
工
・
観

光
Ｇ　

内
線
２
６
２

　

ド
イ
ツ
語
を
話
し
た
い
の
に

使
え
る
シ
ー
ン
に
な
か
な
か
出

会
え
な
い
、会
話
の
練
習
相
手
が

い
な
い
な
ど
、話
す
機
会
が
な
い

方
、
国
際
交
流
員
ヨ
ー
ク
さ
ん

の
ド
イ
ツ
語
講
座（
中
上
級
者
向

け
）に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ド
イ
ツ
語
で
テ
キ
ス
ト
を
読

ん
だ
り
、
討
論
を
し
た
り
、
皆

さ
ん
の
ド
イ
ツ
語
能
力
を
楽
し

く
高
め
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

平
成
24
年
２
月
７
日

〜
４
月
３
日
の
毎
週
火
曜
日

㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
▼
会

場　

市
役
所
小
会
議
室
▼
対
象

市
内
在
住
の
方

▼
問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

内
線
１
７
７　

☎
45
・
１
７
４
４
（
直
通
）

　

認
知
症
介
護
の
悩
み
を
介
護

者
同
士
が
お
互
い
に
話
し
合

い
、
耳
を
傾
け
る
場
で
す
。

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
11
日

　

大
切
な
家
族
を
亡
く
さ
れ
た

方
が
、
心
の
痛
み
や
苦
し
み
、
悲

し
み
を
分
か
ち
合
う
集
い
で
す
。

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
16
日

㈪
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
定

員　

20
人
▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
う
か
つ
生
と
死
を
考
え
る

会（
綾あ

や
い井

）☎
20
・
０
０
３
２

（
全
８
回
）
午
前
10
時
15
分
〜

11
時
45
分
▼
会
場　

国
際
交
流

研
修
セ
ン
タ
ー（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

▼
定
員　

10
人
（
超
過
の
場
合

抽
選
）
▼
受
講
料　

無
料
（
教

材
費
は
実
費
負
担
）
▼
申
込
方

法　

１
月
27
日
㈮
ま
で
に
窓

口
、ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
市

民
協
働
推
進
課　

内
線
１
３
３

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
19
日

㈭
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
※
受

付
は
午
後
１
時
〜
▼
内
容　

①

「
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
の
ケ
ア

と
治
療
に
つ
い
て
（
外
科
的
領

域
）」②
「
顎
の
成
長
と
咬か

み
合

わ
せ
の
管
理
に
つ
い
て
（
歯
科

矯
正
領
域
）」③
「
こ
と
ば
の
問

題
と
言
語
訓
練
に
つ
い
て
」
④

「
親
の
体
験
談
と
親
の
会
（
口
友

会
）の
紹
介
」▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

先
着
50
人
※
託
児
は

申
し
込
み
時
に
要
相
談
▼
対
象

者　

患
者
と
そ
の
家
族
、
保
育

関
係
者
、
歯
科
関
係
者
等
▼
申

込
方
法　

電
話
で
１
月
９
日
㈪

ま
で
に
申
し
込
む
（
質
問
事
項

は
事
前
に
連
絡
す
る
）

▼
会
場
・
申
込
先　

竜
ケ
崎
保

健
所
健
康
増
進
課

☎
０
２
９
７
・
62
・
２
１
７
２

募　
　

集

　

収
容
人
員
３
０
０
人
以
上
の

劇
場
、
飲
食
店
・
店
舗
・
ホ
テ

ル
・
病
院
等
の
不
特
定
多
数
の

人
が
出
入
り
す
る
建
物
（
特
定

防
火
対
象
物
）
の
甲
種
防
火
管

理
者
の
う
ち
、
既
に
資
格
を
取

得
さ
れ
て
い
る
方
が
受
講
の
対

象
で
す
。

▼
日
時　

平
成
24
年
２
月
24

日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
11
時

30
分
▼
会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
茨
城
（
常
総
市
水
海
道

高
野
町
５
９
１
）
▼
定
員　

30

人
▼
申
込
期
間　

平
成
24
年

１
月
23
日
㈪
〜
２
月
10
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
▼
費

用　

一
人
１
５
０
０
円
※
常

総
地
方
防
火
協
会
加
入
事
業

者
は
１
３
０
０
円
▼
申
込
方

法　

直
接
窓
口
で
申
し
込
む
※

受
講
申
込
書
は
管
内
消
防
署
、

常
総
広
域
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.jyouso-

koiki.or.jp/shobo/koshu.
htm
l#boukasai

）か
ら
取
得
可

▼
申
込
・
問
合
先　

常
総
地
方

広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
23
・
０
９
０
４

大
切
な
人
を
な
く
さ
れ
た
方
へ

大
切
な
人
を
な
く
さ
れ
た
方
へ

グ
リ
ー
フ
ケ
ア

グ
リ
ー
フ
ケ
ア

官民協働事業官民協働事業
「暮らしの便利帳」「暮らしの便利帳」
発行調印式発行調印式

　市では、㈱サイネックスと官民協
働事業により、「守谷市暮らしの便
利帳」を発行することとなり、11
月 29日に調印式を行いました。
　便利帳には、日常生活の中で必要
とされる行政情報、医療関係情報、
観光情報等を掲載します。発行・配
布に要する費用は、全て有料広告収
入で賄うため、市の負担を伴いませ
ん。また、地域民間企業等にとって
も優良な広告掲載の場として活用す
ることができ、地域経済の活性化促
進に寄与するものと期待しています。
　今後、㈱サイネックスが市内の事業
者等の皆さんに対して、広告の販売に
お伺いしますので、ご協力をお願いし
ます。
　なお、
便利帳は
平成24年
６月に発
行し、市
内全世帯
へ無料配
布する予
定です。
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外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
研
修
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
研
修
会

▼
日
本
語
講
座

▽
日
時　

平
成
24
年
１
月
18

日
〜
３
月
21
日
の
毎
週
水
曜

日
（
全
10
回
）
午
後
７
時
30

分
〜
９
時
▽
対
象　

市
内
在

住
・
在
勤
（
ま
た
は
市
国
際
交

流
協
会
会
員
）
の
外
国
人
の
方

▽
内
容　

お
茶
の
時
間
を
交
え

な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
▽
受
講
料

１
０
０
０
円
※
市
国
際
交
流
協

会
会
員
は
無
料

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
た
め

の
研
修
会
（
中
級
コ
ー
ス
Ⅱ
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
た
め

の
研
修
会
（
資
格
不
要
）
で
す
。

９
月
実
施
の
中
級
コ
ー
ス
研
修

（
前
半
）
の
続
編
で
、
内
容
は

中
級
コ
ー
ス
（
後
半
）
で
す
。

初
級
ク
ラ
ス
研
修（
５
月
実
施
）

お
よ
び
中
級
コ
ー
ス
研
修
（
前

半
）
を
受
講
さ
れ
た
方
、
ま
た

は
５
・
９
月
の
研
修
内
容
を
自

習
さ
れ
る
方
（
資
料
は
提
供
）

も
受
講
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

平
成
24
年
１
月
21
・

28
日
の
各
土
曜
日
（
全
２
回
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
受
講
料　
５
０
０
円（
資
料
代
）

▼
会
場　

国
際
交
流
研
修
セ
ン

タ
ー
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）
▼
申
込

方
法　

事
前
に
電
話
ま
た
は
窓

口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
市

民
協
働
推
進
課　

内
線
１
３
２

▼
検
診
日　

平
成
24
年
２
月
６

日
㈪
〜
10
日
㈮
▼
料
金･

対
象

年
齢･

受
付
時
間　

下
表
の
と

お
り
▼
対
象
と
な
ら
な
い
方

勤
務
先
で
検
診
を
受
け
る
方
／

妊
娠
中
ま
た
は
可
能
性
が
あ
る

方
／
現
在
乳
房
疾
患
で
治
療
中

ま
た
は
経
過
観
察
中
の
方
／
豊

胸
手
術
後
の
方
／
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
使
用
の
方
※
現
在
、
授
乳

中
・
卒
乳
直
後
の
方
は
要
相
談

▼
定
員　

各
検
診
１
日
あ
た
り

30
人
※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
申

込
方
法　

①
氏
名
②
年
齢
③
検

診
名
④
希
望
日
を
電
話
ま
た
は

窓
口
に
伝
え
、
申
し
込
む
▼
申

込
期
間　

１
月
18
日
㈬
〜
24
日

㈫
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
48
・
６
０
０
０

開催・募集

乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

トラブルにあったら
・市消費生活センター☎45－2327
　（市役所2階経済課内）月～金曜日
　9:00 ～ 12:00　　13:00 ～ 16:00
　※土・日曜日、祝日、年末年始は除く
・消費者ホットライン
　☎0570－064－370
　※土・日曜日、祝日の10:00 ～ 16:00は国
民生活センターを案内します

スーパーやコンビニのATMへ誘導するスーパーやコンビニのATMへ誘導する
還付金等詐欺にご注意！還付金等詐欺にご注意！

暮らしのコーナー

　市役所の職員を名乗り、安心させ、医療費
や社会保険料等の還付手続きのために ATM
へ誘導して送金させる「還付金等詐欺」が再
び増加しています。
手口の例
・「医療費の還付金があり、１時間以内に手続
きが必要。指示する先に連絡するように」
と電話があり、連絡をすると、「通帳とキャッ
シュカードを持って金融機関でないところ
のATMに行くよう」に言われた。
・「高額医療の申請を出せない人の家を職員が
訪れて手続きをする。医療費補助金を振り
込むため、キャッシュカードが必要」と電
話があった。
ひとこと助言
・・地域ごとに短期間・集中的に発生していま
す。現在、自分の地域で発生していなくても、
今後注意が必要です。
・・金融機関のATMコーナーは声掛けを行う
など、振り込め詐欺対策をとっているた
め、操作の様子が周囲から見過ごされがち
なスーパーやコンビニ等のATMへ誘導する
ケースが目立ちます。

超音波検診（視触診併用）
▶料金　　　1,600円
▶対象年齢　30～ 40･42･44･48･
　　　　　　50･52･54歳
▶受付時間　①13：00～ 13：15
　　　　　　②13：45～ 14：00

マンモグラフィ検診（視触診併用）
▶料金　　　1,600円
▶対象年齢／受付時間
○ 41･43･45･46･47･49 歳
　　　　　　13：00～ 13：15
○ 51･53･55･56 歳
　　　　　　13：45～ 14：00

マンモグラフィ検診（単独）
▶料金　　　800円
▶対象年齢　57･59･61･63･65･
　　　　　　67･69･71･73歳
▶受付時間　14：30～ 14：40

※対象年齢は平成24年3月31日現在

　現在、モコバス回数券の割引を実施していま
す。この機会にぜひ、モコバスをご利用ください。
▶料金（11枚綴り回数券）
　大人　1,200 円／小人　600 円
▶発売場所
　モコバス車内、関東鉄道常総線守谷駅サービ
スカウンター、関東鉄道㈱水海道営業所
▶問合先
　守谷市地域公共交通活性化協議会事務局
　市役所企画課　内線 335

モコバス回数券割引実施中モコバス回数券割引実施中
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　糖尿病は、インスリン作用
不足による慢性の高血糖状態
を主な症状とする代謝症候群
です。分類として１型糖尿病
（血糖を下げるインスリン注射
を常時必要とし、肥満と関係
なく、小児に多い）と２型糖
尿病（糖尿病と診断された大
多数の方がなる／肥満や家族
の遺伝に関係することが多い
／インスリン分泌の相対的不
足やインスリン抵抗性に関係
する）があります。
　１型糖尿病の治療薬は、
1921 年に発見されたインスリ
ンです。1922 年から１型糖尿
病患者で効果が確認され、今
も唯一の治療法です。２型糖
尿病の治療薬は多彩で、病期
により、インスリン注射を投
与し、また継続することもあ
ります。経口血糖降下薬は、
1950 年代に抗生剤開発中、低
血糖を起こす物質の確認によ
り誕生しました。この薬は、
食事、運動療法を守っても、

高血糖が確認される場合、糖
尿病特有の慢性合併症を避け
るために投与します。また、
第１世代から第２、第３世代
へと進化し、内服によってイ
ンスリン分泌を促進して血糖
を下げるため、低血糖を起こ
すことがありましたが、血糖
を下げるだけでなくインスリ
ン抵抗性改善作用をもつ薬も
現れています。
　経口血糖降下薬は、現在６
種類あり、その一つが、スル
ホニル尿素薬です。インスリ
ン抵抗性とは２型糖尿病にみ
られ、血中のインスリン濃度
に見合ったインスリン作用が
得られない状態をいいますが、
糖尿病の家系や肥満があった
としても、バランスのとれた
食事、ストレスのコントロー
ル、十分な運動により、イン
スリン抵抗性が抑えられるこ
とがあります。
　二つ目の経口血糖降下薬と
して、速効型インスリン分泌
促進薬があります。服用後短
時間で血糖降下作用があり、
食べる直前に内服します。

　三つ目は、αグルコシダー
ゼ阻害薬です。食事を早食い
して血糖が急上昇する２型糖
尿病の治療薬です。食べる直
前に内服して、炭水化物の血
糖上昇を短時間抑制します。
　四つ目はビグアナイド薬と
いう薬で、肝臓での糖産生を
抑制し、インスリン抵抗性の
改善効果があります。
　五つ目はインスリン分泌促
進薬ではありませんが、イン
スリン抵抗性の改善を介して
血糖を下げる「チアゾリジン
薬」です。
　六つ目はDPP-4 阻害薬（食
後に小腸からインスリン分泌
を促進するホルモン、インクレ
チンの作用を促進）です。スル
ホニル尿素、速効型インスリン
分泌促進薬と異なり、低血糖を
起こさず、インスリン分泌細胞
を増やします。体重増加を起こ
さず、副作用が少ない薬として
期待されています。
　良い薬ができても、２型糖
尿病は生活習慣病に密接であ
り、バランスのとれた食事、
適度の運動と睡眠が必要です。

取手市医師会健康教室取手市医師会健康教室

糖尿病治療薬のはなし糖尿病治療薬のはなし

　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
か

ら
排
出
さ
れ
る
飛
灰
固
化

物
（
す
す
）
の
放
射
能
量
は
、

１
万
２
７
０
０
ベ
ク
レ
ル
（
11

月
25
日
測
定
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。当
初
の
３
万
１
０
０
０
ベ

ク
レ
ル
か
ら
は
半
分
以
下
に
な

り
ま
し
た
が
、
８
０
０
０
ベ
ク

レ
ル
を
超
え
る
も
の
の
処
分
先

の
見
通
し
が
得
ら
れ
な
い
の
で

引
き
続
き
保
管
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す（
写
真
①
）。

　

飛
灰
固
化
物
は
、
ド
ラ
ム
缶

に
密
封
し
て
組
合
敷
地
に
二
重

の
遮
へ
い
板
を
設
置
し
、
そ
の

間
に
土
砂
を
詰
め
た
大
型
の
土

の
う
（
写
真
②
）
を
配
置
し
て

保
管
し
て
い
ま
す
。

　

保
管
場
所
の
放
射
線
量
は
周

辺
の
放
射
線
量
が
０
・
33
〜
０
・

35
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
対

し
て
、
遮
へ
い
板
に
当
て
て
測

定
す
る
と
０
・
27
〜
０
・
３
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
周
辺
よ

り
低
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飛
灰
固
化
物
の
保
管

場
所
の
確
保
が
で
き
ず
、
大
変

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

飛
灰
固
化
物
の
放
射
能
量
が

高
い
原
因
は
、
草
木
や
そ
れ
に

付
着
し
た
土
な
ど
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

飛
灰
の
量
を
減
ら
す
た
め
、
全

て
の
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①保管状況

②土砂を詰めた大型土のう配置
　高さ２ｍ以上

飛
灰
固
化
物
の
放
射
線
量
を
減
ら
す
た
め
、

飛
灰
固
化
物
の
放
射
線
量
を
減
ら
す
た
め
、

ご
み
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
み
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

○
問
合
先　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー　

○
問
合
先　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー　

☎☎
4848
・
２
３
１
４

・
２
３
１
４
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地域で安全・安心なまちづくりを目指して
●問合先　市役所市民協働推進課　安全・安心対策室　内線 135

守谷市の交通事故発生状況（11月）　　件数12件　　死者数0人　　負傷者数15人

県消防ポンプ操法競技大会県消防ポンプ操法競技大会

県南南部地区大会結果報告県南南部地区大会結果報告

　「市役所の紅葉も残りわずかになったなー。」と
もの思いにふけりながらパトロール中に「深夜、
女性がナイフで脅された事件発生」という防犯
メールが飛び込んできました。
　この種の犯罪の特徴は、犯人が明るいところで
好みのタイプなど狙いを定めて、待ち伏せや尾行
などの方法を取ります。ですから、深夜に携帯を
操作しながら歩行したり、酒に酔って人通りの少
ない道を通るなど、スキをつくれば、襲われる可

　10月 23日㈰、稲敷市役所桜川庁舎駐車場で県
消防ポンプ操法競技大会県南南部地区大会が開催
され、守谷市をはじめ、９市町村の消防団がポンプ
操作の正確性と機敏性を競いました。当市からは、
第１分団と第７分団が代表として出場しました。
　第７分団は、小型可搬ポンプの部で準優勝とな
り、残念ながら３連覇は逃したものの、寺

て ら だ

田貴
たかひろ

浩
さん（指揮者）が個人賞を受賞しました。

　また、第１分団はポンプ車の部で３位入賞し、
齊
さいとう

藤芳
よしたか

崇さん（１番員）と齊
さいとう

藤邦
くにひろ

広さん（３番員）
が個人賞を受賞しました。

能性があります。一人歩きのときには、「被害を
受けないように表通りを通ること」「追い越して
いった車が止まったら近づかない」などの注意を
しましょう。
●もしものときの対策
１　防犯スプレーを携帯しておけばより安心です。
２　夜道を歩くときは、携帯に「１１０」、また
は自宅の番号を表示しておき、ワンプッシュで
繋がる状態にしておくことをお勧めします。
３　不審者が迫ってきたときには大声を出して
50m全力ダッシュできれば、逃げ切れる可能
性が高くなるといわれています。

　

竜
ケ
崎
税
務
署
・
租
税
教
育
推
進
協
議
会
・
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
で
は
、
次
代
を
担
う
高
校
生
や
中
学
生
に
「
税
」

に
対
し
て
親
し
み
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
租
税
の
役

割
、
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
こ
う
と
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
高
校
生
３
１
０
編
、
中
学
生
２
８
２
７
編
の

応
募
が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
、
入
賞
し
た
守
谷
市
の
生
徒
を

紹
介
し
ま
す
。

　

竜
ケ
崎
税
務
署
管
内
の
中
学
校
の
中
か
ら
、
守
谷
中
学

校
の
租
税
教
育
推
進
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
国
税
局
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
紹
介

　

税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
、

　

税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
、

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

防 犯 指 導 員 コ ラ ム

冬なのに

守
谷
中
学
校
へ 

租
税
教
育
推
進
校
に
対
す
る
国
税
局
長
感
謝
状

▼
竜
ケ
崎
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

▼
茨
城
県

　

土
浦
県
税
事
務
所
長
賞

▼
茨
城
県

　

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

中
なかむら

村遥
は る き

貴さん
守谷高等学校（１年）

𠮷
よ し だ

田雪
ゆ き の

乃さん
守谷中学校（２年）

山
やまざき

崎勇
ゆ う き

輝さん
御所ケ丘中学校（２年）

篠
しのづか

塚万
ま な

奈さん
愛宕中学校（３年）

▼第７分団が準優勝

▲第１分団が３位入賞
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1
月
の
各
種
相
談

法律相談 17 日
 9：00 ～ 12：00

市役所

10日 9：00 から要予約 
☎ 45-1249

行政相談 16 日
13：00 ～ 16：00 －

教育相談
（ラポールルーム）

日～金曜日
 9：00 ～ 16：30  0120-783018

若者就労支援相談 28日（第４土曜日）13：00 ～ 17：00 中央公民館 要予約 いばらき若者サポステ
☎ 029-259-6860

不登校相談
（はばたき） 

火～金曜日
 8：30 ～ 17：15 学びの里内 ☎ 45-2655

こころの
健康相談

19 日
13：30 ～ 15：30 保健センター １週間前までに要予約

☎ 48-6000

家庭児童相談 月～金曜日
 8：30 ～ 17：00

家庭児童相談室
（市民交流プラザ内）☎ 45-2314

心配ごと
相　　談

14：00 ～ 16：00
•• ふくし　   16 日
•年金・労務 23 日

いきいきプラザ・
げんき館

（社会福祉協議会）

☎ 45-0088

電話相談 金曜日
10：00 ～ 15：00 ☎ 48-5555

消費生活相談 月～金曜日
 9：00 ～ 16：00

消費生活センター
（市役所内）

☎ 45-2327
12：00 ～ 13：00 は除く

生活機能相談 月・火・水・金曜日
10：00 ～ 17：00 市役所介護福祉課 要予約

☎ 45-1111 内線 172・176

ＪＡＮＵＡＲＹ
２
０
１
１
年
12
月
25
日
発
行　

広
報
も
り
や
お
し
ら
せ
版

環境に優しい大豆インキを使用しています。再生紙を使用しています。
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・
１
１
１
１
（
代
表
）

１　日　 元旦　市役所・公民館業務休止期間（～ 3日）
２　月　振替休日
３　火　
４　水　献血（10:00～ 16:00　イオンタウン守谷）
５　木　
６　金　
７　土　消防出初式（9:00 ～　中央公民館）
８　日　成人式典（13:00 ～　中央公民館）
９　月　 成人の日
10 火　粗大ごみ戸別収集申込期間（～ 13日）
　　　　おはなし会（15:00 ～　中央公民館）
11水　認知症の方の家族の集い（13:00 ～ 15:00　市役所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粗大ごみ戸別収集日
12 木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙・布類収集日
13金　家庭児童相談室出張相談（10:00～12:00　南守谷児童センター）
　　　　おはなし会（・14・17・18・27 日 11:00 ～　中央図書館）
　　　　こころのリハビリ（9:30 ～ 11:30　保健センター）
14土　
15日　
16月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公民館休館日
17 火　
18 水　
19木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　缶・ビン収集日
20 金　
21 土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
22日　市民バスケットボール大会（・29日　守谷中学校体育館）
　　　　親子たこあげ大会（11:00～　大利根運動公園）
23月　粗大ごみ戸別収集申込期間（～ 27日）
24火　
25水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粗大ごみ戸別収集日
26 木　家庭児童相談室出張相談（10:00～ 12:00南守谷児童センター）

紙・布類収集日
27 金　こころのリハビリ（９:30 ～ 11:30　保健センター）
28土　
29日　
30月　
31火　納期限：市・県民税（４期）、国民健康保険税（７期）、
　　　　後期高齢者医療保険料（７期）、上下水道使用料（11･12月分）

※
法
律
相
談
は
、
同
一
事
案
の
相
談
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん

機　関　名 電話番号 ＦＡＸ番号

市役所（代表） 45-1111
　秘書課 45-2240

45-6529　企画課 45-2309
　総務課 45-1883
　財政課 45-1795

45-2590　税務課 45-1564
　収納推進課
　総合窓口課 45-6525　国保年金課
　市民協働推進課 45-2389 45-6526
　会計課 45-1113
　経済課 45-2096 45-5703
　消費生活センター 45-2327 45-1286
　農業委員会

45-5703　学校教育課 45-2195
　生涯学習課 45-2174
　指導室 45-2184
　社会福祉課 45-1691

45-6527
　介護福祉課 45-1744　地域包括支援センター
　児童福祉課 45-1679
　生活環境課 45-5339
　都市計画課 45-1963 45-2804　建設課 45-2094
　議会事務局 45-6528
上下水道事務所 48-1842 48-6087
保健センター 48-6000 48-6319
保健センター（諸証明収納担当） 48-1133 20-6201
中央図書館 45-1000 45-7500
中央公民館（仮予約☎ 48-6732） 48-6731 45-8003
郷州公民館（仮予約☎ 48-6724） 48-6711 46-0310
高野公民館（仮予約☎ 45-5419） 45-5411 20-6311
北守谷公民館（仮予約☎ 48-2606） 47-0111 47-0112
文化会館 48-7911 20-6017
もりや学びの里 48-0525 45-0625
国際交流研修センター（ログハウス） 48-2255 48-2255
市民活動支援センター 46-3370 46-3320
テニスコート受付 45-0271
学校給食センター 48-0253 48-5388
市民交流プラザ（キ・ターレ）45-2278 45-4062
南守谷児童センター（ミ・ナーデ） 21-1224 21-1277
家庭児童相談室 45-2314 45-2920
地域子育て支援センター・夢っ子 45-2462 48-8804
土塔中央保育所 48-1876 48-8799
北園保育所 48-4897 48-8794
もりやファミリー・サポート・センター 45-2432 45-2705
障害者福祉センターひこうせん 45-9801 45-9802
こども療育教室 47-0220
いきいきプラザ・げんき館 45-2940 48-5554社会福祉協議会 45-0088
（社）シルバー人材センター 48-8591 48-8965
守谷地区交番 46-0110
久保ケ丘交番 48-0110
南守谷交番 45-0110
守谷消防署 46-0119 48-1981
守谷消防署南守谷出張所 20-0119
常総運動公園 48-5675 45-7365
白寿荘 48-3217 48-2503

※直通電話がない課は市役所（代表）番号におかけください

※毎週日曜日は総合窓口課の窓口が開庁（8：30 ～ 12：00・13：00～ 17：15）しています

※問合先のGはグループの略表記


